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１、まず初めに、「西成特区」というと、小中高一貫スーパー高や観光といった、新しい物

ばかり取り上げられているが、現地で従事する人間からすると見落とせないものが数点あ

る。 

◇西成特区構想のカギは、釜ヶ崎（あいりん地域）が安定するか。 

◇安定のカギは、釜ヶ崎で暮らす労働者と元労働者の暮らしが安定するか。 

◇その方策を考える上で見落とせないのは、街と行政施策の歴史。 

 

２、政策的につくられた街釜ヶ崎 

◇６１年第１次釜ヶ崎暴動後の６６年、三者協議会設置（大阪府＝労働、大阪市＝民生、

大阪府警＝治安 

◇７０年大阪万博に向けた労働力のプール地化。（巨大な労働福祉センターと簡易宿泊所街） 

◇その結果、家族の排除と単身男性労働者一色の街に（女性と子供がいない街） 

 

３、行政対策の転換期 

◇６６年「あいりん地区」呼称（日雇労働市場を軸に、民生と治安をプラス） 

◇９４年高齢者特別清掃事業開始（バブル崩壊後の失業・野宿を背景に、行政が初めて能

動的に、就労・生活対策に乗り出す） 

◇２０１２年～西成特区構想 

 

４、街の変化 

◇単身労働者の高齢化 

２０１０年には、街全体の４１％が６５歳以上の高齢者、３０％が５５歳～６４歳となっ

ており、高齢者の割合が異常に高い状況にある。 

 

５、労働者の高齢化は、人口減に帰結するだけではない。 

◇あらたな流入は続いている。 

◇２００９年６月、７月に市立更生相談所で生活保護の敷金支給を受けた４０７人のうｔ、

来窯１年未満が２７，５％。 

※「１年未満者の状況」 

・４６，５％が５０歳未満 

・直近の生活場所は４６，４％が釜ヶ崎地域外。 



・直近の仕事は「土木・建築」が５８，９％ 

 

※上記から見える社会背景 

◆減ったとはいえ日雇労働市場の存在と、それを取り巻く建設労働者の存在。 

◆複合的困難を抱えた、若年・中年・高齢各年齢層の困窮者の存在。 

◆地域や家庭や職場などから「排除」された人たちが、受け入れられる場所がない。 

 

６、釜ヶ崎にできた社会資源 

◇労働市場だけではない。 

◇（官民双方の）生活福祉資源の存在。 

 

◎これからの日本の困窮問題は、単身・孤立・困窮がキーワードに。 

◇釜ヶ崎での実践は、地域で解決していく先進モデルになり得る 

 

７、そのために何が必要か 

◇地域での分厚いサポート態勢＝認知症でも障害があっても暮らせる街 

◇働けるうちは働ける社会的就労＝特掃など公的就労対策と社会的企業育成を両輪に。 

◇孤立させないための社会的居場所＝居場所としての働く場も 

◇そのための財源づくり（社会的事業）＝「人が街を支え、街が人を支える」 

 

８、釜ヶ崎の未来 

◇釜ヶ崎（あいりん）を３構成で考える。それぞれに適した対策が必要。 

１、太子・山王地域→観光資源・観光育成 

２、萩之茶屋地域→重層的な社会資源を活用し、福祉と就労で支える街 

３、花園地域→若い家族が住める街 

※日雇労働市場＝就労過程をヤミ手配・駅手配に追いやらないためにも必要。 

 

９、高齢者特別清掃事業 

◇９４年から府市共同で実施。９９年から本格実施。労働者の気持ちの安定化に寄与。そ

れを通じて地域の安定化に寄与。 

◇現在登録者１４８６人。１日就労者数２２２人。 

◇５５歳以上の日雇労働者で、生活保護受給者以外が対象。 

◇平均年齢は６４歳（５５～５９歳２０％、６０～６４歳４２％、６５～６９歳２４％、

７０歳以上１４％） 

※特掃の拡充により、生活保護だけでない生活支援策を立てられる。 


